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　公明党大田総支部女性局による「ウイ
メンズトーク」が2020年12月29日に
オンラインで開催され、かつまたさとし
公明党東京都本部労働局次長が参加し
ました。
　集いでは、「女性の働き方改革」や「子
育て支援」などが話題に。女性党員の

訴えに耳を傾けながら、「女性が輝く社会を目指して、皆さん
の声を都政、区政に届けていきます」と力強く語りました。
　１月４日には、都内での雇用・就業を支援するために都が
設置した「東京しごとセンター」を視察。　さらに、感染症指定
医療機関に指定されている荏原病院（大田区）も視察し、関係
者から現状の説明や要望を受けました。

　大田区で生まれ育ったかつまたさとし区議会議員（公明党東京都本部労働局次長）は、日々、大好きな
大田のために走り抜いています。生い立ちや議員としての原点、実績等を紹介します。

大好きな大田のために走り抜く！
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■プロフィル
1963年（昭和38年）2月27日大田区蒲田生まれ。57歳。
区立大森第三小学校、区立大森第八中学校、都立蒲田高校
（1期生）を経て、神奈川大学第二経済学部卒業。東邦大学
医療センター大森病院に25年間勤務。2007年、大田区議会
議員に初当選。2019年 4月、4期目当選。趣味は釣り、
スキー、 草野球、読書、鉄道マニア、家庭菜園。家族は
妻と 1女 1男、実父、愛犬 (ナナ ) 。

　生粋の“大田っ子”として育った、かつまたさとし。大田で生まれ育ち、区内の小・中学校に通いました。
高校卒業後は東邦大学医療センター大森病院に入職し、医療事務の仕事に携わっていました。
　向学の志やみがたく、21歳の時に大学進学を決意します。働きながらの受験勉強は困難を極めました。
仕事などを終えて、疲れ切って帰宅すると、明け方まで勉強に挑戦。約半年の受験勉強の結果、神奈川
大学第二経済学部（当時）に合格しました。その後、働きながら4年間にわたって大学に通い、職場の方は
一貫して応援。議員になってからも、ずっと交流が続いています。

医療関係の仕事に従事しながら大学に進学

　４４歳で区議会議員に当選後、かつまたがすぐに取り組んだことの1つが、医療費の負担軽減でした。
母の病気や、医療事務職時代に高額な医療費の支払いで大変な思いをしている方たちと接してきた経験
から、“何とかして医療費の負担を軽減したい”と思っていたからです。区議として医療費の負担軽減に
取り組んだ結果、高額医療費の控除拡充、子どもの医療費無償化、妊婦健診の助成拡充などを実現させ
ることができました。

区議として医療費の負担軽減に取り組む

　また、保育園入園についての新制度を設立して、低所得世帯への支援を充実させるとともに、待機児童
対策として、保育サービス定員の拡充も進めました。誠実さとスピードをモットーに、“一番困っている方
の力になりたい”との思いで、これまでに1万1000件を超える区民相談に乗り、大田総支部と力を合わせ
て、280を超える実績をつくることもできました。

１万1000件超の区民相談、280を超える実績

　2019年の台風19号の上陸で、多摩川流域では大きな被害が生じました。公明党東京都本部の
多摩川治水対策プロジェクトチームの事務局次長に就任し、第二京浜国道の上流から産業道路の
下流にかけての堤防の強化、流量を確保して水位を下げるための川底の掘削などの災害対策に取り
組んでいます。
　また、近年の大型台風の発生を受けて、区民の「避難所がない」との要望を基に、区内89カ所に風水害時
の新たな避難所を設置。防災行政無線の電話応答サービスや、行政のホームページのサーバー強化など
も実現させました。

区内８９カ所に風水害時の新たな避難所を設置

　かつまたは、2010年11月の区定例議会で、胃がんの原因であ
るピロリ菌の検査を区として導入すべきと要望しました。当初は、
行政も医師会もピロリ菌検査の導入に否定的でしたが、専門家の
知見に学びながら、約10年間、訴え続けたのです。その後、国が胃
がん対策にピロリ菌の除菌が役立つとして、除菌の保険適用範囲
を拡大させました。そのことが追い風となり、区の医師会からも要
望もあり、ついに2019年度の新成人からピロリ菌検査の導入が
実りました。

ねばり強い取り組みでピロリ菌検査を導入

かつまたさとし
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公明党大田総支部の挑戦！
現場第一主義で多くの実績を実現

公明党大田総支部は常に区民に寄り添い、共に歩みながら、数多くの実績を
作ってきました。その挑戦の模様と実績を紹介します。

“全国に先駆けて”
医療費助成制度を創設
　1991年、大田区議会公明党は「乳幼児医療

費助成制度」の創設を議会で提言。今でこそ

同制度は各自治体で実施されていますが、

当時は自己負担が主流でした。制度の創設を

願う3万7115筆の署名を携え、公明党は当時の

大田区長に署名を提出。粘り強い対話を重ね

た結果、92年に“全国に先駆けて”乳幼児

医療費助成制度が実現したのです。

　その後も制度の段階的な拡充を推進し、

現在は「児童医療費助成制度」として、区内

在住の中学3年生にまで助成の対象が拡大

されています。

街路灯や公園灯などの
LED化を実現
　公明党が、安心して暮らせる街づくりの一環

として推進したのが、街路灯や公園灯などの

LED化です。東日本大震災をきっかけに省

電力への議論が熱を帯びるなか、公明党は

LEDの活用を提案。これによって段階的に

LED化が進み、設置初年度（2014年度）だけ

で、電気代と機器にかかるコスト・約3億円の

削減を実現させました。「子どもの塾の帰り道

が明るくなって安心しました」といった住民の

声が、数多く寄せられています。

待機児童問題を解消／
産後ケア事業を推進
　公明党は待機児童の問題を解決するため

に、認可保育園、認証保育所、小規模保育所、

グループ保育室などの新たな保育施設の開設

を進めることで、保育環境の拡充・整備に取り

組んできました。その結果、2014年には600人

以上いた待機児童が、2020年には35人にまで

減少したのです。また、子育て世代への支援と

なる産後ケア事業の導入を推進するなど、

安心・安全な子育て環境づくりにも力を注いで

います。

公立小・中学校体育館への
エアコン設置を推進
　近年、熱中症への懸念が高まる中で、公明党

は子どもたちが安心して学び、過ごせる環境整

備にも取り組んできました。都議会公明党とも

連携を図りながら、区内の公立小・中学校体育

館へのエアコン設置を区に力強く要望。その結

果、体育館へのエアコン設置は進み、2021年

度内には全87校への設置が完了する予定です。

京浜急行電鉄「蒲田駅」の
高架化を実現
　公明党は、長年の課題であった京浜急行電鉄

「蒲田駅」の高架化を実現しました。“開かずの

踏切”による慢性的な交通渋滞に悩まされ続

けてきた区民の声をもとに、大田区や区議会

公明党とも連携を図りながら、都議会での質問

や予算要望を通じて、高架化の早期実現を

訴えてきたのです。その結果、2000年度から

高架化の工事が始まり、2012年に高架が完成

しました。これにより交通渋滞は劇的に解消

され、地域経済の流通面でも大きな効果が生ま

れています。

羽田空港を国際化／
羽田イノベーションシティ
が誕生
　公明党は、大田を代表する施設「羽田空港」

（東京国際空港）を基点とした街づくりにも

携わっています。成田国際空港が完成した後、

羽田空港では国内線だけを運航していました

が、都議会公明党が議会で14回にわたり、国際

線の就航を提案。その結果、国際定期便を

受け入れられるようになり、国外からの人の

往来や経済活動が活性化しました。

　2020年には、「羽田イノベーションシティ」

が誕生。コンサートホールやホテルも備える

同施設では、最先端の自動運転車やロボットの

社会実装に向けた実証実験なども行われてい

ます。

都営住宅に
エレベーターを設置
　地域の高齢化に伴って生じる課題にも、

区議会公明党はしっかりと目を向け、対策を

講じてきました。その1つが「都営住宅のエレ

ベーター設置」です。区議会公明党は都議会

公明党とも連携しながら、六郷地域に立つ5階

建ての都営住宅3棟に12基のエレベーターを

設置（都営住宅では初）。生活の困り事に寄り

添う施策として、利用者から多くの喜びの声が

上がっています。

緩和ケアなどの
「がん対策」の充実
　がん対策にも力を入れています。都議会

公明党と区議会公明党が連携して多くのがん

患者や家族の切実な声に耳を傾け、最新の

放射線治療や緩和ケアの充実を推進してき

ました。それとともに患者が働き続けられる環境

づくりや、思春期から若年世代（AYA世代）の

がん患者支援にも力を注いでいます。

羽田イノベーションシティ

京急蒲田駅前

羽田イノベーションシティ


